
年
間
２
万
人
が
利
用
す

る
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
。

私
は
、
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
の
賃

借
料
引
き

下
げ
に
つ

い
て
質
問

し
ま
し
た
。
健
康
ス
ポ
ー

ツ
部
長
は
、
「
34
年
間
フ

ロ
ア
を
借
り
て
き
た
。
契

約
は
相
対
取
り
引
き
で
、

７
回
値
上
げ
が
あ
っ
た
」

と
述
べ
、
「
事
業
仕
分
け

や
議
会
で
賃
料
が
高
い
と

の
指
摘
を
受
け
、
相
手
方

と
現
在
一
割
の
値
下
げ
を

交
渉
中
で
あ
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

党
は
30

年
前
か

ら
改
善
を
要
求

日
本
共
産
党
は
30
年
前

か
ら
議
会
で
賃
料
の
値
上

げ
を
「
バ
ブ
ル
後
、
地
価

が
下
が
っ
て
も
値
上
げ
を

繰
り
返
す
の
は
許
さ
れ
な

い
」
と
追
及
。
こ
れ
ま
で

の
指
摘
に
対
し
、
部
長
は

「
賃
料
を
含
む
予
算
を
議

会
で
可
決
し
て
い
る
の
で
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

議
会
は
ム
ダ
や
浪
費
が

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。
議
会
で

の
指
摘
に
対
し
、
真
摯
に

対
応
す
べ
き
で
す
。

私
は
、
議
会
で
業
務
委

託
の
契
約
改
善
を
求
め
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
年
の

入
札
契
約
で
、
地
下
駐
輪

場
の
業
者
が
ま
た
代
わ
り
、

時
給
は
７
５
０
円
、
通
勤

手
当
も
無
く
、
労
働
条
件

の
後
退
が
調
査
で
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

私
は
６
月
議
会
で
「
地

下
駐
輪
場
は
、
正
規
で
働

い
て
も
月
給
11
万
円
弱
、

生
活
保
護
以
下
の
人
件
費
、

こ
れ
で
は
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
が
つ
く
ら
れ
る
」

と
指
摘
し
、
議
会
で
「
過

去
労
働
者
保
護
は
重
要
と

答
弁
し
た
が
実
態
は
ま
っ

た
く
違
う
、
ど
の
よ
う
に

労
働
者
保
護
を
担
保
す
る

の
か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

「
新
宿
区
を
参
考

に
要
綱
を
検
討
」

と
答
弁

こ
れ
に
対
し
管
財
部
長

は
、
「
業
者
に
雇
用
の
安

定
や
促
進
な
ど
の
通
知
文

を
出
す
」
と
約
束
。
「
合

わ
せ
て
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
に
公
共
サ
ー
ビ
ス

基
本
法
第
11
条
の
規
定
に

基
づ
く
要
綱
の
制
定
を
新

宿
区
を
参
考
に
検
討
す
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

過
度
な
競
争
入
札
で
、

業
者
は
仕
事
を
取
る
た

め
に
コ
ス
ト
削
減
を
強

い
ら
れ
、
労
働
者
は
３

年
雇
用
で
労
働
意
欲
を

な
く
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
影
響
す
る
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
ル
ー

ル
あ
る
競
争
入
札
の
実

施
を
繰
り
返
し
求
め
、

公
契
約
条
例
の
制
定
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
。

「しっかり発言、きちんと報
告」します。市政に関する、
ご意見・ご要望をお聞かせ下
さい。メールアドレス
kyousankaneko@yahoo.co.jp

http://www.jcp-ichikawa.com/
発行：日本共産党市川市議団議会報告
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付けましたか火災警報器（市内設置率６１％）

大切な命や財産を守るための火災警報器(台所・

階段・寝室）の設置が法律で義務化されています。

火災警報器の有無で死者発生率は3分の1に減少す

る効果も出ています。まだの世帯はぜひ設置を。

この夏、熱中症患者が急増し、

市川市でも昨年の３倍に増えてい

ます。エアコンを控えるなど過度

な節電は熱中症につながります。

対策として▽暑い日は無理しない

▽水分・塩分補給と休憩▽涼しい

服装▽体調管理▽暑さに慣れるー

などに心がけましょう。

市は７月２０日～９月末ま

で、企業のショールームや商業

施設（23カ所）、市内の公共施

設(52カ所）を「節電避暑地」に

指定。暑い日、自宅を節電し、お

近くの節電避暑地で過ごしてみませ

んか。

市のホームページをご覧ください

一部で入館料２割引き下げ、缶ジュース
を用意しているところもあります。

ＪＲ本八幡駅北口広場（写真）

ビル８階にある健康増進センター

６月市議会



７
月
13
日
、
住
民
と
と

も
に
日
本
共
産
党
千
葉
県

委
員
会
は
住
宅
ロ
ー
ン
借

入
者
に
対
す
る
金
融
機
関

の
対
応
の
是
正
を
金
融
庁

に
要
請
し
ま
し
た
。

金
融
円
滑
化
法
で
は
、

金
融
機
関
は
住
宅
ロ
ー
ン

の
借
り
手
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
、
金
利
を
下

げ
る
な
ど
貸
し
付
け
の
条

件
の
変
更
に
努
め
る
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
手
銀
行
に

金
利
引
き
下
げ
を
申
し
入

れ
た
市
川
の
住
民
は
「
高

齢
で
夫
も
病
気
療
養
中
。

ロ
ー
ン
の
返
済
が
大
変
な

の
で
銀
行
に
金
利
引
き
下

げ
を
相
談
し
た
ら
、
条
件

変
更
に
金
利
引
き
下
げ
は

な
い
と
突
き
返
さ
れ
た
」

と
訴
え
ま
し
た
。
金
融
庁

の
担
当
者
は
「
ひ
ど
い
こ

と
を
し
て
い
る
」
と
感
想

を
述
べ
、
「
金
利
引
き
下

げ
は
入
っ
て
い
る
。
き
ち

ん
と
対
応
す
べ
き
だ
」
と

答
え
ま
し
た
。

要
望
と
し
て
▽
金
融
機

関
は
相
談
者
に
誠
実
に
対

応
す
る
こ
と
▽
「
金
利
引

き
下
げ
は
行
わ
な
い
」
と

い
う
金
融
機
関
を
金
融
庁

の
責
任
で
是
正
す
る
こ
と

▽
金
融
庁
の
相
談
窓
口
を

機
能
す
る
も
の
に
改
め
る
ー

な
ど
求
め
ま
し
た
。

市
川
か
ら
私
と
清
水
市

議
も
参
加
し
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
な
い

で
相
談
を

「
失
業
・
病
気
で
月
13
万

円
の
住
宅
ロ
ー
ン
が
払
え

な
い
。
家
を
売
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
」
こ
う
し
た

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

金
利
引
き
下
げ
も
可
能
で

す
。
あ
き
ら
め
な
い
で
ご

相
談
下
さ
い
。
（
金
子
）

「
市
川
の
国
保
を
良
く
す

る
会
」
は
７
月
22
日
、
市

へ
の
集
団
減
免
申
請
行
動

に
取
り
組
み
、
国
保
課
と

懇
談
し
ま
し
た
。

所
得
三
百
万
円
の
４
人

家
族
の
場
合
、
国
保
税
は

約
33
万
円
に
な
り
、
払
え

な
い
滞
納
者
が
増
え
て
い

ま
す
。
８
月
１
日
は
国
保

税
一
期
分
の
納
付
期
限
。

納
付
書
を
手
に
し
た
参
加

者
は
「
仕
事
が
な
く
、
収

入
も
な
い
。
払
え
る
国
保

税
に
下
げ
て
ほ
し
い
」

「
生
活
保
護
を
基
準
と
し

た
減
免
制
度
に
改
善
す
べ

き
だ
」
と
国
保
課
に
要
望

し
ま
し
た
。

市
は
、
「
低
所
得
者
に

は
減
額
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
「
引
き
下
げ
は
難
し

い
。
相
談
が
あ
れ
ば
分
割

納
付
を
お
願
い
し
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。
党
市
議

団
か
ら
は
高
坂
市
議
と
私

が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す

が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
▼
震
災
か
ら
４
ヵ
月

半
、
い
ま
だ
に
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
原
発

の
収
束
の
見
通
し
も
な
い

中
、
２
回
目
の
政
党
助
成

金
が
共
産
党
以
外
に
支
給

さ
れ
ま
し
た
。
政
党
助
成

金
は
被
災
者
復
興
・
復
旧

に
回
す
べ
き
で
す
▼
10
年

度
の
所
得
・
資
産
公
開
に

よ
る
と
大
久
保
市
川
市
長

は
３
６
３
８
万
円
で
県
内

ト
ッ
プ
。
市
長
報
酬
の
他
、

代
表
取
締
役
を
努
め
る
会

社
の
給
与
、
賃
貸
住
宅
・

店
舗
の
不
動
産
所
得
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
み
な
さ
ん

ど
う
思
い
ま
す
か
。

貞作通信 ＮＯ.２０７ ２０11年７月３１日

「原発を考える」議会報告会を７月１６

日、曽谷公民館で開催(写真）しました。

岡田幸子県議が「原発からのすみやか

な撤退、自然エネルギーの本格的導入を」

と共産党の提言を説明。その後、参加者

から軽水炉をつくった技術者からの報告

発言を受け、「子どもを放射線から守る

にはどうするのか」など多くの質問が出

ました。私も質問に答えました。

日本にある原発54基すべてがアメリカ

と同じ軽水炉型。その燃料の７割がアメ

リカからの輸入です。使用済み核燃料は

日本でも世界でも、最終処理の方法が確

立されていないため増え続ける核廃棄物

はただ冷やし続けるだけです。

環境省は自然エネルギーの可能性は原

発の40倍あるといっています。原発から

のすみやかな撤退が国民的課題です。

金
融
庁
に
改
善
を
求
め
、
訴
え

る
田
村
智
子
参
院
議
員
、
左
側

奥
か
ら
清
水
・
金
子
市
議

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
国
保
課

と
懇
談
す
る
会
の
皆
さ
ん

奈良市で開催された自治

体学校で、7月23日から

3日間勉強してきました。


